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　 地 下 鉄 は 都 心 部 に お け る 重 要 な 移 動 手 段 で あ り、 多 く の 人 が 利 用 し て い る。 ま
た、 身 近 な 交 通 機 関 と し て 利 用 者 に は 関 心 の 高 い も の で あ り、 猪 瀬 直 樹 氏 の メ ト
ロ ・ 都 営 一 元 化 論 を き っ か け と し て、 二 元 的 な 運 営 へ の 疑 問 が 大 き く な り つ つ あ
る。
　 本 論 で は、 二 元 的 運 営 に つ い て 東 京 の 地 下 鉄 が 現 在 抱 え る 問 題 を 分 析 し、 一 元
化 と い う 切 り 口 か ら 東 京 の 地 下 鉄 の 望 ま し い 運 営 方 法 を 考 察 す る。
第１章 東京の地下鉄の現状と問題点
第 1 節 　 東 京 の 地 下 鉄 の 現 状
　 本 論 で 扱 う 東 京 の 地 下 鉄 と は、 東 京 地 下 鉄 株 式 会 社 及 び 東 京 都 交 通 局 に よ っ て
運 営 さ れ て い る 計 13 路 線 の 地 下 鉄 で あ る。
　 浅 草 線、三 田 線、新 宿 線、大 江 戸 線 の 4 路 線 は 都 営 地 下 鉄（以 下「都 営」と い う。）
と 呼 ば れ、 東 京 都 交 通 局 に よ っ て 運 営 さ れ て い る。 東 京 都 交 通 局 は 東 京 都 が 経 営
す る 地 方 公 営 企 業 で あ る。
　 上 記 以 外 の 9 路 線 は 東 京 メ ト ロ （以 下 「メ ト ロ」 と い う。） と 呼 ば れ、 東 京 地
下 鉄 株 式 会 社 に よ っ て 運 営 さ れ て い る。 東 京 地 下 鉄 株 式 会 社 は 2004 年 4 月 よ り
東 京 地 下 鉄 株 式 会 社 法 に 基 づ い た 特 殊 会 社 と な り、政 府 （53.4%） 東 京 都 （46.6%）
が 株 式 を 所 有 し て い る。
　 ま た メ ト ロ、 都 営 の 運 賃 は 表 1-1、 表 1-2 の よ う に 設 定 さ れ て い る。
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　 表 1- 1 東 京 地 下 鉄 の 運 賃
キ ロ 程    
（km）
1~6 7~11 12~19 20~27 28~40
運 賃
（円）
160 190 230 270 300
                       　    東 京 地 下 鉄 株 式 会 社 （2013） 運 送 約 款 　 旅 客 営 業 規 定 よ り 作 成
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　http://www.tokyometro.jp/ticket/terms/pdf/ryokaku_eigyou.pdf
表 1- 2 都 営 地 下 鉄 の 運 賃
キ ロ 程    
（km）
1~4 5~9 10~15 16~21 22~27 28~46
運賃
( 円）
170 210 260 310 360 410
東 京 都 交 通 局 （2013）　 普 通 旅 客 運 賃 よ り 作 成
http://www.kotsu.metro.tokyo.jp/subway/fare/
第 2 節 　 東 京 の 地 下 鉄 の 問 題 点
　 東 京 の 地 下 鉄 で は 以 下 の よ う な 点 が 問 題 と な っ て い る。
① 二 重 運 賃 の 負 担
通 常、 電 車 な ど の 運 賃 は 乗 車 距 離 が 長 い ほ ど 高 く な る が、 二 社 を 乗 り 継 ぐ 二 重
運 賃 で は 乗 継 に よ っ て 運 賃 が 割 高 に な る。 東 京 の 地 下 鉄 で は、 メ ト ロ と 都 営 を
乗 り 継 ぐ 場 合、 短 い 距 離 で も 割 高 な 二 重 運 賃 を 利 用 者 が 負 担 し て い る。
② 運 賃 の 格 差
東 京 の 地 下 鉄 で は 表 1-1、 表 1-2 の よ う に メ ト ロ、 都 営 が そ れ ぞ れ 個 別 の 運 賃
を 設 定 し て い る が、 そ の 運 賃 に は 格 差 が あ る。 初 乗 り 運 賃、 上 昇 率 と も に 都 営
の 運 賃 が メ ト ロ よ り も 高 く な っ て い る 為、 現 状 で は 都 営 の 利 用 者 は メ ト ロ の 利
用 者 に 比 べ て 割 高 な 運 賃 を 払 っ て お り、 不 公 平 な 状 態 で あ る。
③ 乗 り 継 ぎ の 不 便 さ
メ ト ロ と 都 営 を 乗 り 継 ぐ 際 に は、2 度 改 札 を 受 けるシステムや、過去の九 段 下
の ホ ー ム 分 断 の よ う に 施 設 の 問 題 に 関 わ ら な い 不 便 が あ る。 こ の た め に、 利 用




④ 施 設 ・ サ ー ビ ス 水 準 の 違 い
メ ト ロ と 都 営 で は バ リ ア フ リ ー や ホ ー ム ド ア の 普 及 水 準 に 差 が あ る。 例 え ば、
都 営 で は 約 6 割 の 駅 で ホ ー ム ド ア が 設 置 さ れ て い る の に 対 し、メ ト ロ で の 設 置
率 は 5 割 に も 満 た な い。 ま た、 都 営 で は 94.8% の 駅 で 段 差 が 解 消 さ れ て い る の
に 対 し、 メ ト ロ で は 86.5% の 駅 で し か 解 消 さ れ て い な い。
第２章　東京の地下鉄の分析
　 以 下 で は 第 1 章 で 挙 げ た 4 つ の 問 題 点 の 原 因 を 分 析 す る
① 2 つ の 運 賃 制 度
二 重 運 賃 の 生 ま れ る 原 因 は 運 賃 制 度 が 2 種 類 に 分 か れ て い る 点 に あ る。 東 京 の
地 下 鉄 で は、 メ ト ロ ・ 都 営 そ れ ぞ れ が 輸 送 サ ー ビ ス を 提 供 し、 個 別 の 運 賃 を 受
け 取 っ て い る。 利 用 者 は メ ト ロ、 都 営 そ れ ぞ れ に 対 し て 運 賃 を 支 払 わ な け れ ば
な ら な い た め 二 重 運 賃 が 発 生 し、 運 賃 が 割 高 に な っ て い る。
両 社 で は 二 重 運 賃 へ の 対 策 と し て 割 引 運 賃 を 適 用 し て い る が、 対 策 が 十 分 と は
言 え な い。
② 運 賃 決 定 方 法 の 相 違
運 賃 の 格 差 の 原 因 は 規 制 法 の 違 い に 加 え、 規 模 の 経 済 と X ‐ 非 効 率 に よ る 生
産 性 の 違 い に あ る と 考 え ら れ る。 運 賃 を 規 制 す る 法 律 が メ ト ロ は 株 式 会 社 の
為、 鉄 道 事 業 法、 都 営 は 地 方 公 営 企 業 の 為、 地 方 公 営 企 業 法 で あ り、 規 制 方 法
は 異 な っ て い る。 ま た、 デ ー タ か ら わ か る よ う に 都 営 の 方 が 生 産 性 が 低 く 1、
規 模 の 経 済 と X ‐ 非 効 率 に よ る 影 響 を 受 け て い る と 考 え ら れ る。
③ 二 元 的 な 施 設 の 保 有 ・ 管 理
乗 り 継 ぎ の 不 便 さ の 原 因 は 二 元 的 な 施 設 の 保 有 ・ 管 理 に あ る と 考 え ら れ る。 現
在、 東 京 の 地 下 鉄 施 設 は メ ト ロ と 都 営 に よ っ て 別 々 に 管 理 さ れ て い る。 そ の た
め、 二 社 間 の 調 整 が う ま く 行 わ れ な か っ た 場 合、 不 便 な 状 態 が 生 ま れ る と 考 え
ら れ る。
④ 投 資 の 優 先 度
施 設 ・ サ ー ビ ス 水 準 の 違 い の 原 因 は 投 資 の 優 先 度 に あ る と 考 え ら れ る。 こ れ は
メ ト ロ と 都 営 の 各 年 度 予 算 を 見 る こ と で わ か る。 都 営 が 安 全 性 や 自 然 災 害 対 策
に 支 出 の 大 半 を 割 い て い る の に 対 し、 メ ト ロ は 輸 送 改 善 や 旅 客 サ ー ビ ス に 対 す
る 支 出 が 最 も 多 く、 安 全 性 や 自 然 災 害 対 策 に 関 す る 支 出 の 割 合 は 二 番 目 と な っ
て い る。 こ れ は 二 社 に お け る 投 資 の 優 先 度 の 違 い か ら 生 ま れ て い る と 考 え ら れ
る。
1 平 成 24 年 度 の 一 人 当 た り の 損 益 額 は メ ト ロ 899 万 円、 都 営 624 万 円 で あ る。
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　 ① ~ ④ の 分 析 で 諸 問 題 に は 個 別 の 原 因 が あ る こ と が わ か っ た。 ま た、 ど の 原 因
で も “ 二 社 ” と い う 点 が 問 題 に な っ て い る こ と か ら、 諸 問 題 の 根 源 は 地 下 鉄 の 二
元 的 な 運 営 で あ る と 推 定 で き る。 つ ま り、 諸 問 題 を 根 本 か ら 解 決 す る た め に は 二
元 的 な 運 営 を や め、 一 元 的 な 地 下 鉄 の 運 営 を 行 う 必 要 が あ る と い え る。
第３章　一元化の可能性
　 第 2 章 で 地 下 鉄 の 一 元 的 運 営 の 必 要 性 を 指 摘 し た が、東 京 都 も 地 下 鉄 の 二 元 的
運 営 に 問 題 意 識 を 持 っ て お り、 近 年 は メ ト ロ と 都 営 の 一 元 化 に 向 け て 積 極 的 に 行
動 を 起 こ し て い る。 猪 瀬 直 樹 （2010） や 「 太 田 国 土 交 通 大 臣 面 会 　 猪 瀬 知 事 要
求 項 目」 か ら は、 東 京 都 が メ ト ロ と 都 営 の “ 経 営 統 合 ” に よ る 東 京 の 地 下 鉄 の 一
元 化 を 目 指 し て い る こ と が わ か る。
　 し か し、“ 経 営 統 合 ” に よ る 一 元 化 は 施 設 や サ ー ビ ス の 一 元 化 に よ る 共 通 運 賃
化、 乗 り 継 ぎ の 改 善、 バ リ ア フ リ ー ・ 安 全 性 の 水 準 一 定 化 と 規 模 の 経 済 に よ る 効
率 化 が 期 待 で き る が、 同 時 に メ ト ロ 利 用 者 に と っ て の 運 賃 値 上 げ や X ‐ 非 効 率
に よ る 非 効 率 化 も 起 こ る と 考 え ら れ る。 こ れ ら の 影 響 を 比 較 し た と き、 負 の 便 益
が 正 の 便 益 を 上 回 り、 非 効 率 な 運 営 に つ な が る 可 能 性 が 高 く、 諸 問 題 へ の 解 決 策
と し て 必 ず し も 有 効 と は 言 え な い。 ま た、 現 状 で は 法 律 な ど の 障 害 が あ り、” 経
営 統 合 ” の 実 現 は 難 し い。 以 上 か ら、 よ り 有 効 な 一 元 化 の 方 法 を 検 討 す る 必 要 が
あ る。 以 下 で は 具 体 的 な 方 法 に つ い て 考 察 す る。
　 ま ず、 施 設 ・ サ ー ビ ス の 一 元 化 や 規 模 の 経 済 に よ る 効 率 化 で あ る が、 こ れ は 施
設 に 関 わ る 部 分 が 大 き い。 線 路 や 車 両 の よ う な 施 設 が 一 元 的 に 管 理 さ れ る こ と
で、 安 全 性 が 一 定 水 準 に な り、 規 模 の 経 済 が 発 生 す る こ と か ら、 施 設 部 分 は 一 元
的 に 管 理 す る こ と が 望 ま し い と い え る。
　 次 に メ ト ロ 利 用 者 の 運 賃 値 上 げ や X ‐ 非 効 率 に よ る 非 効 率 化 は 独 占 市 場 が 原
因 に な る と 思 わ れ る。 つ ま り、 競 争 原 理 を 導 入 し、 独 占 市 場 を な く せ ば X ‐ 非
効 率 は 発 生 し な い と 考 え ら れ る。 鉄 道 市 場 は 自 然 独 占 の 特 徴 を 持 つ が コ ン テ ス タ
ブ ル 市 場 の 考 え 方 に よ れ ば、 参 入 障 壁 を な く し て 競 争 を 取 り 入 れ る こ と は 可 能 で
あ る。 競 争 市 場 に よ っ て 効 率 的 な 運 営 が さ れ れ ば、 現 メ ト ロ 利 用 者 の 運 賃 が 値 上
げ さ れ る 可 能 性 も 低 く な る。
　 以 上 を ま と め る と、 施 設 は 一 元 的 に 管 理 し、 施 設 以 外 に つ い て は 競 争 的 な 市 場
を 取 り 入 れ る こ と が 望 ま し い と い え る。 よ っ て、 よ り 有 効 な 一 元 化 に は 上 下 分 離
を し た う え で 施 設 の み を 一 元 化、 運 営 に つ い て は 競 争 市 場 を 取 り 入 れ る 方 法 が 望




第 一 節 　 分 離 方 法 の 検 討
　 ま ず、 具 体 的 な 分 離 方 法 に つ い て 今 ま で に 行 わ れ て き た 上 下 分 離 を 参 考 に 検
討 す る。EU の 提 示 し た 3 つ の 形 態 を み る と、 現 在 行 わ れ て い る 上 下 分 離 の 方
法 は 大 き く 分 け る と 会 計 分 離 （separation of accounts）、 組 織 分 離 （organizational 
separation）、 制 度 分 離 （institutional separation） の 3 種 類 が あ る 2。 そ れ ぞ れ の 分
離 方 法 で 上 下 （施 設 管 理 者 と 輸 送 事 業 者） の 関 係 性 が 異 な る こ と に 注 目 し、 以 下
で 比 較 ・ 検 討 す る。 な お、 こ こ で い う 施 設 管 理 者 と は 地 下 鉄 の 旅 客 輸 送 サ ー ビ ス
の 提 供 に 必 要 不 可 欠 な ト ン ネ ル、 線 路、 駅、 車 両 な ど を 保 有 す る 事 業 者、 輸 送 事
業 者 と は 旅 客 輸 送 を 行 う 事 業 者 の こ と で あ る。
　 会 計 分 離 と 組 織 分 離 は 上 下 間 の 関 係 が 強 く、 運 営 に あ た っ て 上 下 で の 意 識 の 隔
た り が 生 ま れ に く い こ と が 特 徴 で あ る。 一 方 で 制 度 分 離 は 上 下 間 で の 関 係 が 弱
く、 運 営 に あ た っ て 隔 た り が 生 ま れ る 可 能 性 が 高 い。 効 率 的 な 運 営 に 注 目 し た 場
合、 会 計 分 離 と 組 織 分 離 は 施 設 管 理 者 が 特 定 の 輸 送 事 業 者 と の 関 係 が 密 接 に な る
為、 新 規 参 入 す る 事 業 者 に と っ て 不 利 な 状 況 と な り、 競 争 が 促 進 さ れ な い 恐 れ が
あ る。 一 方、 制 度 分 離 で は 施 設 管 理 者 は ど の 事 業 者 と も 平 等 な 関 係 に あ る 為、 新
規 の 輸 送 事 業 者 が 参 入 し や す く、 競 争 市 場 環 境 を 確 立 す る こ と が で き る。
　 こ の 特 徴 を 踏 ま え、 ① 一 元 化 に よ っ て 規 模 の 経 済 や 一 元 的 な 施 設 ・ サ ー ビ ス の
提 供 を 実 現 す る、 ② 輸 送 事 業 者 間 の 競 争 に よ っ て 独 占 に よ る X ‐ 非 効 率 を 防 ぎ、
効 率 的 な 運 営 を さ せ る、 と い う ２ 点 か ら 3 つ の 形 態 を 比 較 す る。 ま ず、 会 計 分 離
と 組 織 分 離 は 競 争 が 促 進 さ れ に く く、 目 的 を 十 分 に 達 成 で き な い。 そ の た め、 今
回 考 え る 上 下 分 離 に は 適 し て い な い。 そ れ に 対 し、 制 度 分 離 は 競 争 促 進 に 最 も 適
し て い る。 制 度 分 離 に は 上 下 の 協 力 関 係 が 構 築 し に く い と い う 点 も あ る が、 今 回
の 目 的 を 達 成 す る に は 最 適 な 方 法 で あ る と 考 え ら れ る。 よ っ て、 本 論 で は 東 京 の
地 下 鉄 の 上 下 分 離 方 法 は 制 度 分 離 を 基 本 と し、 こ れ を 基 に 施 設 管 理 者 と 輸 送 事 業
者 の 具 体 的 な 形 態 な ど に つ い て 考 え る こ と と す る。
　
第 二 節 　 施 設 管 理 者 の 形 態
　 施 設 管 理 者 は 1 社 に 統 一 す る 必 要 が あ る。 こ れ は 3 章 ま で の 分 析 で わ か る よ
う に、 イ ン フ ラ に は 規 模 の 経 済 に よ る 効 率 的 な 運 営 と、 施 設 や サ ー ビ ス の 水 準 一
定 化 が 期 待 で き る た め で あ る。
　 次 に、 施 設 管 理 者 の 企 業 形 態 に つ い て は 公 的 な 企 業 に す る こ と が よ り 良 い と 考
え ら れ る。 こ れ は、 施 設 管 理 者 は 利 益 を 上 げ る こ と 以 上 に 安 全 性 を 守 る こ と な ど
2 堀 雅 通 （2000）p.19-23 参 照
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が 重 要 で あ る と 考 え る た め で あ る。 制 度 分 離 を 行 っ て い る イ ギ リ ス の 例 で も、 民
間 企 業 の 務 め る 施 設 管 理 者 は 利 益 を 追 求 す る あ ま り に 安 全 性 を 損 う 危 険 性 が あ る
こ と が 指 摘 さ れ て い る 3。 故 に、 施 設 管 理 者 は 利 益 追 求 を 目 的 と し な い 公 的 主 体
や 公 営 企 業 な ど に よ っ て 運 営 さ れ る こ と が 望 ま し い。 東 京 の 地 下 鉄 の 場 合、 東 京
都 の 運 営 す る 地 方 公 営 企 業 な ど が 候 補 と し て 考 え ら れ る。 な お、 そ の 事 業 者 は あ
ら ゆ る 輸 送 事 業 者 に 対 し て 中 立 で な け れ ば な ら な い。
　 施 設 管 理 者 は 保 有 す る イ ン フ ラ の 維 持 管 理 ・ 更 新、 オ ー プ ン ア ク セ ス に よ っ て
参 入 し て く る 輸 送 事 業 者 へ の イ ン フ ラ の リ ー ス な ど を 主 な 業 務 と し、 輸 送 事 業 者
か ら 支 払 わ れ る イ ン フ ラ 使 用 料 な ど が 施 設 管 理 者 の 主 な 収 入 に な る。
　
第 三 節 　 輸 送 事 業 者 の 選 定 と 競 争 市 場 の 創 設
　 第 3 章 で 分 析 し た よ う に 輸 送 事 業 者 に は 事 業 者 間 の 競 争 促 進 の 為、オ ー プ ン ア
ク セ ス を 導 入 し、 国 内 の 鉄 道 事 業 者 の 新 た な 参 入 を 可 能 に す る 制 度 を 設 計 す る 必
要 が あ る 4。
　 ま た、 参 入 す る 事 業 者 の 選 定 方 法 に は フ ラ ン チ ャ イ ズ 方 式 を 採 用 す る 5。 こ れ
に よ っ て 免 許 を 取 得 し た 輸 送 事 業 者 は 経 営 努 力 を 続 け、 効 率 的 な 運 営 が 行 わ れ る
こ と が 期 待 で き る。
　 最 後 に 免 許 を 交 付 す る 輸 送 事 業 者 の 数 に つ い て で あ る。
　1 社 の み の 場 合、一 元 的 な 運 賃 や サ ー ビ ス が 提 供 し や す い と い う 点 が 特 徴 だ が、
免 許 取 得 の 入 札 時 以 外 に 競 争 が 生 ま れ ず、 独 占 に よ る X ‐ 非 効 率 が 発 生 す る 可
能 性 が 高 く、 効 率 的 な 運 営 は 難 し い。 ま た、 東 京 の 地 下 鉄 は 規 模 が 大 き く 参 入 企
業 の 経 営 リ ス ク が 大 き い た め に、 参 入 意 欲 が 低 下 す る 可 能 性 が あ る。 こ の 場 合、
当 初 の 目 的 で あ っ た 事 業 間 の 競 争 が 起 こ ら ず、 オ ー プ ン ア ク セ ス 実 施 の 価 値 が な
く な る お そ れ が あ る。
　 複 数 社 の 場 合、 事 業 者 間 の 競 争 は 免 許 取 得 の 際 だ け で な く 免 許 取 得 後 も 起 こ
る と 考 え ら れ、X ‐ 非 効 率 を 発 生 さ せ な い 取 り 組 み と し て 適 切 で あ る。 た だ し、
運 賃 や サ ー ビ ス 水 準 な ど の 差 が 事 業 者 ご と に 生 ま れ、 制 度 設 計 が 複 雑 に な る 可 能
性 も あ る。
　 以 上 か ら 考 え る と、 輸 送 事 業 者 間 の 競 争 が よ り 促 進 さ れ る 複 数 社 に 免 許 を 交 付
3 子 役 丸 （2010）、 醍 醐 （2008） を 参 考 に し た。
4 鉄 道 で い う オ ー プ ン ア ク セ ス と は、 既 存 の 輸 送 事 業 者 で な い 第 三 者 の 事 業 者 に 線 路 を 利 用 す る こ
と を 認 め る こ と、 つ ま り 線 路 の 解 放 で あ る。 詳 し く は 堀 雅 通 （2000）p.142 参 照。
5 フ ラ ン チ ャ イ ズ 方 式 と は 「 あ る 交 通 企 業 に 交 通 サ ー ビ ス の 事 業 免 許 を 一 定 期 間 与 え た 後、 そ の 期
間 の 終 了 後 に 競 争 入 札 に よ っ て よ り 低 価 格 高 品 質 の 交 通 サ ー ビ ス を 供 給 で き る 企 業 に そ の 事 業 免 許
を 与 え る よ う に 制 度 を 構 築」 す る こ と で あ る。 竹 内 健 蔵 （2008）p.126 参 照
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す る こ と が 適 切 と い え る。 こ の 場 合 に 起 こ る 運 賃 や サ ー ビ ス 水 準 な ど の 違 い に つ
い て は 入 札 条 件 や ヤ ー ド ス テ ィ ッ ク 方 式 に よ る 対 応 が 必 要 で あ る 6。
第５章　結論
　 東 京 の 地 下 鉄 が 抱 え る 諸 問 題 を 整 理 し、 そ れ ら の 諸 問 題 の 根 本 的 な 原 因 は 現 在
行 わ れ て い る 二 元 的 運 営 で あ る こ と が 分 か っ た。 諸 問 題 の 解 決 に は 地 下 鉄 の 一 元
的 運 営 が 不 可 欠 で あ る た め、 本 論 で は、 最 も 有 効 な 手 段 と し て 一 元 化 の 方 法 が 具
体 的 に 提 案 さ れ た。
　 東 京 都 の 推 奨 す る “ 経 営 統 合 ” は 独 占 に よ る 弊 害 や 法 律 上 の 問 題 が あ り、 諸 問
題 解 決 に は 有 効 で な い と い う 分 析 に 基 づ き、新 た な 方 法 が 考 察 さ れ た。 そ の 結 果、
上 下 分 離 を 伴 う 一 元 化 が 最 も 有 効 な 方 法 で あ る と の 結 論 を 得 た。 上 下 分 離 で は 東
京 の 地 下 鉄 を 施 設 管 理 者 と 輸 送 事 業 者 に 分 離 し、 施 設 管 理 者 の み 一 元 化 し、 輸 送
事 業 者 は オ ー プ ン ア ク セ ス や フ ラ ン チ ャ イ ズ 方 式 に よ っ て 制 度 を 整 え、 競 争 市 場
で 複 数 の 企 業 が 運 営 を 行 う こ と が 望 ま し い。
　 ま た、 今 回 取 り 組 む こ と が で き な か っ た 法 制 度 や 輸 送 事 業 者 の 具 体 的 な 区 分 な
ど に つ い て も 検 討 が 必 要 で あ る。 そ の 上 で、 効 率 化 だ け で な く、 地 下 鉄 を 利 用 す
る 都 民 や 通 勤 通 学 者、 ま た 国 内 外 の 観 光 客 に と っ て 地 下 鉄 サ ー ビ ス 利 用 が 公 正 な
も の で あ る こ と も ま た 重 要 で あ る。 こ れ ら を 通 じ て 東 京 が よ り 活 性 化 す る こ と を
望 む も の で あ る。
主 要 参 考 文 献
■ 　 猪 瀬 直 樹 （2011）『地 下 鉄 は 誰 の も の か』 筑 摩 書 房
■ 　 運 輸 政 策 研 究 機 構 （2013）『数 字 で 見 る 鉄 道 2013』
■ 　 子 役 丸 幸 子 （2010）「イ ギ リ ス 鉄 道 に お け る フ ラ ン チ ャ イ ズ 制 度 の 現 状 と 課
　 　 題」『運 輸 と 経 済』 第 70 巻、 第 3 号、pp.68-75
■ 　 醍 醐 昌 英 (2008)「英 国 の 旅 客 鉄 道 事 業 の フ ラ ン チ ャ イ ズ 設 定 に 関 す る 一 考
　 　 察」『交 通 学 研 究』2008 年 研 究 年 報、 第 51 巻、pp.121-130
■ 　 竹 内 健 蔵 （2008）『交 通 経 済 学 入 門』 有 斐 閣
■ 　 東 京 地 下 鉄 株 式 会 社 （2013）「運 送 約 款 　 旅 客 営 業 規 定」
　 　（http://www.tokyometro.jp/ticket/terms/pdf/ryokaku_eigyou.pdf 2013 年 12 月 12
　 　 日）
■ 　 東 京 都 交 通 局 （2013）「普 通 旅 客 運 賃」
　 　（http://www.kotsu.metro.tokyo.jp/subway/fare/ 2013 年 12 月 12 日）
6 ヤ ー ド ス テ ィ ッ ク 方 式 と は 「 他 企 業 の 費 用 を 参 考 に し て 運 賃 を 決 定 し、 当 該 企 業 の 費 用 を 直 接 的
に は 運 賃 決 定 に 関 与 さ せ な い 方 式 で あ る。」 竹 内 健 蔵 （2008）
15
東京女子大学　経済研究　第 3号　2014
■ 　 東 京 都 都 市 整 備 局 （2013）「猪 瀬 知 事 の 太 田 国 土 交 通 大 臣 へ の 面 会 に つ い て
　 　 面 会 資 料」
　 　（http://www.toshiseibi.metro.tokyo.jp/topics/h22/topi033-8.pdf 2013 年 12 月 12　
　 　 日）
■ 　 堀 雅 通 （2000）『現 代 欧 州 の 交 通 政 策 と 鉄 道 改 革 － 上 下 分 離 と オ ー プ ン ア ク
　 　 セ ス －』 税 務 経 理 協 会
（指 導 教 員 : 竹 内 健 蔵）
